
 

 

第24回中川村リニア中央新幹線対策協議会 次第 

 

令和３年３月16日（火） 午後７時00分 

 中川文化センター ２階 小ホール 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 委員委嘱 

 

４ 報告事項 

(1) JR東海 

 ・渡場交差点付近における環境測定について 

 ・トンネル工事進捗状況について 

 ・工事用車両台数について 

 

 

 

(2) 長野県 

・(主)松川インター大鹿線改良事業について  

・半の沢維持管理等に関する確認書について  

・飯田市・喬木村への発生土運搬について 

  

 

 

５ 協議事項 

  (1) 小和田地区基盤整備事業  

  ・事業概要について 

 ・発生土等の運搬ついて 

  

 

 

６ その他 

 

 

 

７ 閉 会 
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長野県飯田建設事務所

道路拡幅 標準横断図

天竜

小渋ダム

主要地方道松川インター大鹿線道路改良工事 位置図
事業概要

○主要地方道松川インター大鹿線道路拡幅工事に関する基本協定書（H28.6.22～R3.12.15）
・区間１ ： 道路拡幅工 L=295.3ｍ 令和2年2月20日契約 吉川建設株式会社

・区間２ ： 道路拡幅工 L=118.8ｍ 令和2年2月20日契約 神稲建設株式会社

・区間３ ： 道路拡幅工 L=168.7ｍ 令和元年11月28日契約 吉川建設株式会社

・区間４ ： 道路拡幅工 L=230.7ｍ 令和元年11月26日契約 株式会社岡谷組

・区間５ ： 道路拡幅工 L=244.0ｍ 平成31年3月28日供用 (東山トンネル供用に合わせ供用)

・河川内道路 L=3.3km 令和２年５月１１日供用 （７月豪雨により通行止め 7/1～11/30）

令和2年12月1日 供用再開

○主要地方道松川インター大鹿線道路トンネル工事の施行に関する協定書（H28.3.14～R1.7.31）
・西下トンネル ： トンネルL=878m 平成30年12月15日供用

・東山トンネル ： トンネルL=1,201m     平成31年3月28日供用

○県単交通安全対策（一種）工事
・中川村 渡場 ： 歩道設置 L=86ｍ 令和元年９月 工事完了

〇その他工事 (R2施工)
1）防災工事 ： 渡場～西下トンネル区間 2箇所予定 、復旧工事 １箇所

2）道路情報提供設備 ;  西下トンネル・東山トンネル カメラ設置、 四徳大橋；対向車センサー設置

3)道路改築事業 ： 二軒屋 道路詳細設計

発生土置き場

施工位置

長野市

松本市

(国)152号

飯田市

松本市

事業箇所

西下トンネルＬ＝878m

平成30年12月15日供用

東山トンネル L=1,201m

平成31年3月28日供用

区間５ L=244.0m

平成３１年３月２８日供用

至 (国)153号

： 工事完了箇所

： 施工中箇所

： 防災工事 工事完了箇所

： 防災工事 施工中箇所

： 防災工事 施工予定箇所

： 災害復旧箇所(施行中箇所)

区間４

L=230.7m区間３

L=168.7m

区間２

L=118.8m

区間１

L=295.3m

渡場交差点

河川内道路の利用区間(L=3.3ｋｍ)

R2.3.12崩落

令和２年５月１１日供用（一方通行 松川町⇚大鹿村）

二軒屋 半の沢

7.5m
3.0m 3.0m 0.75m0.75m

4.0～5.0m
現況幅員

H鋼支柱

受圧板
軽量盛土
発泡ウレタン

至 大鹿村

至 松川町 区間４（R3.2)
河川内道路の通行時間について

令和３年３月３１日（水）まで

７時～１７時（月～土曜日）

↓(変更）

令和３年４月１日（木）から

７時～１８時（月～土曜日）
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主要地方道松川インター大鹿線半の沢道路改築工事に伴う 

道路施設の維持管理等に関する確認書（案） 

 

 

長野県飯田建設事務所（以下「甲」という。）と中川村（以下「乙」という。）

は、甲が実施する主要地方道松川インター大鹿線半の沢道路改築工事に伴う道路

施設(盛土全体含む)（以下、「道路施設」という。）の維持管理等について、次の

とおり確認する。 

 

（目的） 

第１条 本確認書は、道路施設の維持管理等について定め、良好に維持すること

を目的とする。 

 

（位置） 

第２条 工事の位置は、別紙 1 のとおりとする。 

 

（道路区域の範囲及び維持管理） 

第３条 甲は、別紙２の「赤」で示した範囲を道路区域とし、道路施設を道路法

第 42 条に基づき維持管理するものとする。 

また、甲は維持管理にあたり、学識経験者の知見を得ながら、計測機器等によ

り道路施設を常時監視できる体制を確保するものとする。 

 

（道路区域外の機能維持及び維持管理） 

第４条 甲は、別紙２の「緑」で示した土砂止えん堤の堆砂敷について、道路施

設の機能を維持するための維持管理を行うものとする。 

２ 乙は、河川及び森林の保全、河畔林の整備等を行い、土砂止めえん堤上流域

の治水に努めるものとする。 

 

（情報伝達体制の確立） 

第５条 自然災害等により道路施設の機能に支障を及ぼす恐れ、あるいは支障が

生じた場合に備えて、甲乙は連携して相互に情報共有に努めるとともに、甲乙

は道路利用者や関係機関等への情報提供等を速やかに実施できる体制を確立す

る。 

 

（公共物管理条例） 

第６条 本確認書の取り交わしにより、甲の行為について、中川村公共物管理条

例第 14 条に基づき、条例の規定による乙の許可又は承認があったものとする。 

 

（有効期限） 

第７条 本確認書は、本確認書の締結日から有効とし、特に期限の定めは無いも

のとする。 
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（その他） 

第８条 本確認書に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、その都度

甲乙協議して処理するものとする。 

 

 

  以上、確認書締結の証として、この確認書を２通作成し、甲及び乙おのおの 

記名押印のうえ、各自その１通を保有する。 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

   甲  長野県飯田市追手町 2 丁目６７８ 

        長野県飯田建設事務所長     細川 容宏 

 

 

   乙  長野県上伊那中川村大草４０４５番地１ 

        中川村長            宮下 健彦 
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1

魅力ある安全な地域を目指して（小和田地区）

出水時と平常時

天
竜
川

天
竜
川

令和2年7月8日 令和2年5月13日
2

出水時 平常時
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平成18年７月豪雨災害写真

3

米軍撮影

魅力ある安全な農地造成を目指して

事 業 の 目 的

１．災害に強い安全な地域づくり

２．将来を見据えた農地の保全・高度利用への整備

※ 魅力ある地域を目指す

4



災害に強い安全な地域づくりへ

１．流域治水プロジェクト実施地区として
関係機関とともに事業を進める

２．農地を「嵩上げ」し浸水被害を軽減する

5

小和田地区の農地・家屋の浸水被害を軽減し安
全・安心な地域にするとともに、次世代農業の実
施等、安定した地域を創出することを目的として
基盤整備事業を進める

将来を見据えた農地の保全・高度利用

嵩上げ･土地改良による農地改善

（スマート農業の推進と農業関係事故撲滅を目指して）

１．水害の無い優良農地の確保

２．先進技術によるスマート農業、無人化作業の推進基盤整備

３．大型農業機械の安全な搬入・搬出が可能な農道整備

４．次世代が営農可能な農地の保全をめざして

農地の集約化・大型化

6



土地改良事業

１ 事業主体

土地改良事業 中川村団体営施工

２ リニア発生土を使い農地の嵩上げを実施する

7

当面の方針（案）

１．国道路面までの嵩上げ

２．天竜川堤防の整備要望

３．将来を見据えた農地の保全・高度利用

8

地権者と協議し決定
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